
生物多様性配慮ラベルによる付加価値の存在を確認（日本）

ECOラベルなどの食品ラベルを用いて、生物多様性に関連する利益を市場メカニズムに統合することは、生物多様性の保全に
重要な役割を果たしている。これまで生物多様性に関連する食品ラベルに対する消費者の購買意欲を調べる研究は数多くあ
るが、実際の市場における付加価値は不明であった。

本研究では、日本の小売店のデータを分析することにより、生物多様性に配慮して
生産されたことを示すラベル（生物多様性配慮ラベル）が、お米の価格に与える影響（価格プレミアム）を評価した。

● 研究方法

小売店の米販売データにヘドニックアプローチを適用し、米価に及ぼす生物多様性配慮ラベルの影響について分析

【生物多様性配慮ラベルの定義】

生物多様性やその保全に対する情報や言及があるもの。認証等の有無は問わない※

 （Treves & Jones 2010. . Front. Ecol. Environ. を参照）
※ “生き物マーク (MAFF, 2010) ”よりも広義な定義であることに注意

「Mameno, K., Kubo, T., & Shoji, Y. (2021). Price premiums for wildlife‐friendly rice: Insights from Japanese retail data. Conservation Science and Practice, 
3(6), e417. DOI: 10.1111/csp2.417」を元に環境省作成

【結果】

- 生物多様性配慮ラベルは、米の価格を上昇させた

- 生物多様性配慮ラベルの付いた米は、付いていない米
と比較して、 23.8%の価格プレミアムが確認された

- 生物多様性配慮ラベルの価格プレミアムは、農薬低減
の価格プレミアムよりも高かった 23.8%価格上昇生物多様性
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■背景 & 目的

本研究における生物多様性配慮ラベルの例
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